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１．どんなもの？ 

試験管
しけんかん

の水を冷やして、刺激
し げ き

を与えれば、管の中に

雪が降るように見えます。これは、塩化
え ん か

アンモニウム

が結晶して底に落ちていくからです。 

 

２．用意するもの  

 塩化アンモニウム、ふたつき試験管 

 

３．作り方 

塩化アンモニウムをお湯で溶
と

かし、試験官に入れてふ

たをします。 

 

４．あそびかた 

１．試験管をお湯につけて試験管を何度かひっくり返しながら、完全に塩化アンモニウム

を溶かします。 

 ２．次に試験管を水または氷で冷やします。 

 ３．ある程度冷えたところで、試験管を机に「とん」と当てて衝撃
しょうげき

をあたえます。 

 ４．すると、水の中に結晶が現れ、成長しながら雪のように降りつもります。 

 

５．工夫 

 試験管を冷やす温度や冷やす時間を変えてみると、雪の降り方が変わります。ちらちらと

小さな雪が降ったり、いきなり大雪になったりするので、見ていて飽
あ

きないですよ。 

 

６．なぜ？ 

 塩化アンモニウムの結晶は、木のように枝があり、その枝にまた枝がつき・・・とどこま

でも細かい相似形
そうじけい

の形をしています。なぜ、このような形になるのでしょうか？この構造
こうぞう

の

ことを「フラクタル」といい、科学的におもしろい性質をもつことが知られています。 
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